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いなのか」と絶望しかけたところ、応
援してくれる先生が出てきて、次第に
仲間が増えていきました。そこからは
団体を作ったり、様々な先生と連携し
たりと活動の幅が広がっていきまし
た。また、いざ自己血糖測定を始めて
も、当時は自分たちですら不慣れでし
たし、患者さんがうまく使いこなせな
いことも多々あり、メーカーと一緒に、
より使いやすくするためにはどうした
らいいか試行錯誤しながらやっていま
したね。
　――患者さんとのコミュニケーショ
ンも大切になってきますね。
　いろいろな人がいますから、コーチ
ングが大切になってくると思います。
当然、怒らせてしまって、もう二度と
薬局に来なくなっては意味がないわけ
です。薬剤師としては、継続的な血糖
値の推移を聞きたいわけで、それぞれ
の人に合わせて良好な関係を築けるよ
う、コミュニケーションを図ることが
大切だと思います。「指導」と思われ
ても、上から目線と感じてしまうかも
しれないので、「一緒に頑張っていき
ましょう」と利用者さんに投げかけて
います。
　実はこれ、処方箋についても同じこ

とが言えるんです
よね。私の薬局は
完全に100％面対
応で、目の前に病
院があるわけでは
ありません。遠く
の病院にかかっ
て、わざわざうち
の薬局を選んで来
てくれる患者さん
がたくさんいま
す。そういう人た
ちに少しでも「こ
の薬局にもう来た
くない」と思われ
てはいけないわけ
です。
　他のどんな職業
でも「集客」はし
ています。様々な
サービスや態度
で、リピーターを

獲得するように努力しているはずで
す。薬局の薬剤師にも、患者さんにま
た来てもらうためにはどうしたらいい
のか、常に考え続けることは必要だと

思いますね。
　――これから薬局も
集客の意識が広がって

くると思いますが、どんな手法で進め
ていくべきなのでしょうか。
　それは「使えるものは何でも」です。
人間関係から始まって、薬局の機能や
サービスを何でも使うし、何でもしま
す。患者さんが望むこと次第と言えま
す。これからはセルフメディケーショ
ンとして、ＯＴＣを販売していくとい
う流れがありますが、順番に気をつけ
なければいけないと思います。
　例えば、かぜ薬の処方箋を持ってき
た患者さんにマスクを販売するだけで
は、薬局としての機能を果たしている
とは言えませんよね。具合が悪くなっ
たときにまず薬局を訪れてＯＴＣで対
応する、あるいは重症な場合は病院を
紹介するという役割が求められると思
います。私はこれを「かかる前薬局」
と呼んでいます。
　いわゆる門前薬局であっても、いつ
もその患者さんに薬を調剤しているわ
けですから、医師にかかる前に薬局に
寄って、「今日は何を聞いたらいいで
すか」と薬剤師に聞いてくれればアド
バイスできますよね。門前薬局であっ
ても、「かかる前薬局」の機能は果た
せると思います。薬物療法のプロであ
るから、薬が処方されなければアドバ
イスをしないという姿勢ではなく、あ

くまでプライマリケアとして一次予防
や一歩前の段階から治療に関わること
こそが、今の薬剤師に求められている
ことではないでしょうか。
　――院外処方箋が普及する前は、そ
のような機能は果たせていたのではな
いでしょうか。
　かつて地域住民の相談を聞いてＯＴ
Ｃを販売していたのは確かだと思いま
す。しかし、その部分のエビデンスが
希薄で、経験則に基づくことが多かっ
たと思います。だからこそＯＴＣに測
定を持ち込みたかったんですよね。客
観的なチェックがそこには必要だと思
います。
　――このような取り組みは地域の住
民にも理解が得られているのですか。
　十分とは言えません。検体測定に関
してはネットで調べてわざわざ来てく
れる人はいますけど、近所でたくさん
の人が来てくれる段階には達していま
せん。検体測定を実施している薬局も
まだ少ないです。札幌が発祥の地です
から、もっと増えてほしいという気持
ちはあります。
　――検体測定が広がっていかない理
由はどこにあるとお考えですか。
　薬局に来てもらうための手段とし
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